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【事業特性】  



 

 



事 1-1-1 

1  工事計画 

1-1 工事位置 

工事位置を図 1-1-1 に示す。また、工事位置の周辺状況を図 1-1-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 1-1-2 

 

注：工事位置の周辺状況について下線部を追加しました。（平成 29 年 5 月
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事 1-1-3 
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事 1-1-3 

  

1-2 建設機械の稼働台数について 

建設機械の台数については、下記の手順に基づき求めた。 

・ 建設する構造物の規模や施工条件（近接工事、地質条件など）に基づき、施工法を決定し、

それに基づく、工種及び各工種で必要な建設機械を選定した。 

・ 選定した建設機械について、計画の工期及び建設機械1台当たりの施工能力を考慮して、

台数を求めた。 

これらの方法に基づいて算定を行った建設機械の台数を表 1-2-1 に示す。 

 

表 1-2-1 建設機械の台数 

最大台数/月 総台数

バックホウ 0.7m3 24 280

ブルドーザー 10t 24 280

１年目
建設機械 規格

 

 

※工事中の 1年間の稼働台数を記載（1年目に工事最盛期が来た場合を想定） 

事 1-2-1 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境調査及び影響検討の結果】 

  



 

 



環 1-1-1 

1 動物 

1-1 文献調査結果 

1-1-1 哺乳類 

表 1-1-1 哺乳類確認種一覧（文献調査） 

 
注 1.分類、配列などは原則として「種の多様性（動植物分布調査）対象種一覧」（平成 10 年、環境庁）に準拠 

した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務

局） 

 2 豊丘村誌 上巻（昭和 50 年、豊丘村誌編纂委員会） 

 3 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 4 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 

 5 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 6 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 7 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 8 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 9 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 

 10 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 

 11 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 

 12 河川水辺の国勢調査（平成 16 年、国土交通省） 

13 長野県版レッドリスト（動物編）（平成 27 年、長野県） 

注 3.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 
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   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

⑩「環境省レッドリスト 2018 動物」（平成 30 年、環境省） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

   ○：選定した種 

  



環 1-1-3 

1-1-2 鳥類 

表 1-1-2(1)鳥類確認種一覧（文献調査） 

 
 



環 1-1-4 

表 1-1-2(2)鳥類確認種一覧（文献調査） 

 

注 1.分類、配列等は原則として「日本鳥類目録 改訂第 7 版」（平成 24 年、日本鳥学会）に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務局） 

 2 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 3 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 

 4 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 5 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 6 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 7 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 8 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 
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 9 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 

 10 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 

 11 長野県鳥類目録 2－100 年の記録－（平成 3 年、日本野鳥の会長野支部） 

 12 調査報告書 長野県下における特殊鳥類（昭和 58 年、長野県林務部治山課） 

 13 調査報告書 天竜川周辺における鳥類の生息状況とその環境への影響（平成 3 年、長野県林務部治山課） 

 14 調査報告書 木曽川周辺における鳥類の生息状況とその環境への影響（平成 3 年、長野県林務部治山課） 

 15 河川水辺の国勢調査（平成 12 年、国土交通省） 

   16 長野県版レッドリスト（動物編）（平成 27 年、長野県） 

注 3.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

⑩「環境省レッドリスト 2018 動物」（平成 30 年、環境省） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

○：選定した種 
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1-1-3 爬虫類 

表 1-1-3 爬虫類確認種一覧（文献調査） 

 
注 1.分類、配列等は原則として「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 28 年、日本爬虫両棲類学会）に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務

局） 

 2 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 3 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 

 4 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 5 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 6 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 7 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 8 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 

 9 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 

 10 河川水辺の国勢調査（平成 16 年、国土交通省） 

注 3.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

⑩「環境省レッドリスト 2018 動物」（平成 30 年、環境省） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

○：選定した種 
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1-1-4 両生類 

表 1-1-4 両生類確認種一覧（文献調査） 

 
注 1.分類、配列等は原則として「日本産爬虫両生類標準和名」(平成 28 年、日本爬虫両棲類学会)に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 
 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務

局） 
 2 豊丘村誌 上巻（昭和 50 年、豊丘村誌編纂委員会） 
 3 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 
 4 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 
 5 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 
 6 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 
 7 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 
 8 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 
 9 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 
 10 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 
 11 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 
 12 河川水辺の国勢調査（平成 16 年、国土交通省） 

13 長野県版レッドリスト（動物編）（平成 27 年、長野県）  

注 3.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

⑩「環境省レッドリスト 2018 動物」（平成 30 年、環境省） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

○：選定した種 
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1-1-5 昆虫類 

表 1-1-5(1)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(2)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(3)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(4)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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            表 1-1-5(5)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(6)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(7)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(8)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(9)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(10)昆虫類確認種一覧（文献調査） 

 

 

 

 

 

 

 



環 1-1-18 

表 1-1-5(11)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(12)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(13)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(14)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(15)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(16)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(17)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(18)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(19)昆虫類確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-5(20)昆虫類確認種一覧（文献調査） 

 

注 1.分類、配列等は原則として、「日本産野生生物目録 無脊椎動物Ⅱ」（平成 7 年、環境庁）に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務

局） 

 2 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 3 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 

 4 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 5 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 6 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 7 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 8 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 

 9 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 

 10 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 

 11 長野県の貴重昆虫（昭和 58 年、長野県生活環境部環境自然保護課） 

 12 信州の蝶（平成 8 年、浜栄一・栗田貞多男・田下昌志） 
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 13 長野県産チョウ類動態図鑑（平成 11 年、信州昆虫学会） 

 14 長野県のトンボ（昭和 52 年、信州昆虫学会） 

 15 河川水辺の国勢調査（平成 15 年、国土交通省） 

 16 長野県版レッドリスト（動物編）（平成 27 年、長野県） 

注 3.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

 ⑩「環境省第４次レッドリスト 哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、貝類、その他無脊椎動物」（平成 

24 年、環境省）及び「環境省第４次レッドリスト 汽水・淡水魚類」（平成 25 年、環境省） 

   EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

   VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

○：選定した種 
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1-1-6 魚類 

表 1-1-6 魚類確認種一覧（文献調査） 

 

注 1.分類、配列などは原則として、「河川水辺の国勢調査 最新版 平成 24 年度版生物リスト」（平成 27 年、

リバーフロント研究所）に準拠した。 

注 2.重要種選定基準におけるカッコ表示は国内外来種である。なお、イワナ類はヤマトイワナの選定基準を示し

た。 

注 3.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務

局） 

 2 豊丘村誌 上巻（昭和 50 年、豊丘村誌編纂委員会） 

 3 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 4 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 

 5 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 6 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 7 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 8 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 9 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 

 10 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 

 11 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 

 12 河川水辺の国勢調査（平成 14 年、国土交通省） 

13 長野県版レッドリスト（動物編）（平成 27 年、長野県） 

注 4.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 
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 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

 ⑩「環境省第４次レッドリスト 哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、貝類、その他無脊椎動物」（平成 

24 年、環境省）及び「環境省第４次レッドリスト 汽水・淡水魚類」（平成 25 年、環境省） 

   EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

   VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

○：選定した種 
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1-1-7 底生動物 

表 1-1-7(1)底生動物確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-7(2)底生動物確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-7(3)底生動物確認種一覧（文献調査） 
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表 1-1-7(4)底生動物確認種一覧（文献調査） 

 

注 1.分類、配列などは原則として、「河川水辺の国勢調査 最新版 平成 24 年度版生物リスト」（平成 27 年、

リバーフロント研究所）に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事務

局） 

 2 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 3 喬木村の生きもの（平成 20 年、喬木村役場） 

 4 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 5 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 6 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 7 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 8 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 

 9 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～動物編（平成 16 年、長野県） 

 10 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 

 11 長野県の貴重昆虫（昭和 58 年、長野県生活環境部環境自然保護課） 

 12 長野県のトンボ（昭和 52 年、信州昆虫学会） 

 13 河川水辺の国勢調査（平成 14 年、国土交通省） 

14 長野県版レッドリスト（動物編）（平成 27 年、長野県） 

注 3.重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

 ①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

   特天：特別天然記念物、天：天然記念物 
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 ②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

   国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

 ⑥「長野県文化財保護条例」（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

   県天：県指定天然記念物 

 ⑦「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

   指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

 ⑨「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

   ○：市町村指定天然記念物 

 ⑩「環境省第４次レッドリスト 哺乳類、鳥類、爬虫類、両生類、昆虫類、貝類、その他無脊椎動物」（平成 

24 年、環境省）及び「環境省第４次レッドリスト 汽水・淡水魚類」（平成 25 年、環境省） 

   EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

   VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑪「長野県版レッドリスト（動物編）2015」（平成 27 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、 

VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N：留意種 

 ⑫「専門家の助言により選定した種」 

○：選定した種 
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1-2  動物出現種リスト 

1-2-1 哺乳類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における哺乳類確認種一覧を表 1-2-1

に示す。 

 

表 1-2-1 哺乳類確認種一覧 

 

注 1. 分類、配列などは原則として「種の多様性（動植物分布調査）対象種一覧」（平成 10 年、環境庁）に準拠

した。 

注 2. ○○科、○○属など、種まで特定できないものは、同一の分類群に属する種を確認していない場合のみ 1

種として計数した。 
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1-2-2 鳥類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における鳥類確認種一覧を表 1-2-2 に

示す。 

 

表 1-2-2 鳥類確認種一覧 

 

 

注1. 分類、配列などは原則として「日本鳥類目録 改定第 7 版」（平成 24 年、日本鳥学会）に準拠した。 
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1-2-3 爬虫類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における爬虫類確認種一覧を表 1-2-3

に示す。 

 

表 1-2-3 爬虫類確認種一覧 

 
注 1. 分類、配列などは原則として「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 24 年、日本爬虫両棲類学会）に準拠し

た。 
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1-2-4 両生類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における両生類確認種一覧を表 1-2-4

に示す。 

 

表 1-2-4 両生類確認種一覧 

 

注 1. 分類、配列などは原則として「日本産爬虫両生類標準和名」（平成 24 年、日本爬虫両棲類学会）に準拠し

た。 
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1-2-5 昆虫類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における昆虫類確認種一覧を表 1-2-5

に示す。 

 

表 1-2-5(1) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(2) 昆虫類確認種一覧 

 

  



 

環 1-2-7 

表 1-2-5(3) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(4) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(5) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(6) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(7) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(8) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(9) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(10) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(11) 昆虫類確認種一覧 
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表 1-2-5(12) 昆虫類確認種一覧 
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注 1. 分類、配列等は原則として、「日本産野生生物目録 無脊椎動物Ⅱ」（平成 7 年、環境庁）に準拠した。 

注 2. ○○科、○○属など、種まで特定できないものは、同一の分類群に属する種を確認していない場合のみ 1

種として計数した。 
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1-2-6 魚類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における魚類確認種一覧を表 1-2-6 に

示す。 

 

表 1-2-6 魚類確認種一覧 

 

注 1. 分類、配列などは原則として「河川水辺の環境調査のための生物リスト 平成 27 年度版生物リスト」（平

成 27 年、リバーフロント研究所）に準拠した。 

注 2. ○○科、○○属など、種まで特定できないものは、同一の分類群に属する種を確認していない場合のみ 1

種として計数した。 
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1-2-7 底生動物 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における底生動物確認種一覧を表 1-2-

7 に示す。 

 

表 1-2-7(1) 底生動物確認種一覧 
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表 1-2-7(2) 底生動物確認種一覧 

 

注 1. 分類、配列などは原則として「河川水辺の環境調査のための生物リスト 平成 27 年度版生物リスト」（平

成 27 年、リバーフロント研究所）に準拠した。 

注 2. ○○科、○○属など、種まで特定できないものは、同一の分類群に属する種を確認していない場合のみ 1

種として計数した。 
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2 植物 

2-1 文献調査結果 

2-1-1 植物 

 

表 2-1-1(1) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(2) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(3) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(4) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(5) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(6) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(7) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(8) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(9) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(10) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(11) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(12) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(13) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(14) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(15) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(16) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(17) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(18) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(19) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(20) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(21) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(22) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(23) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(24) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(25) 植物確認種一覧（文献調査） 

 



 

環 2-1-26 

表 2-1-1(26) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(27) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(28) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(29) 植物確認種一覧（文献調査） 
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表 2-1-1(30) 植物確認種一覧（文献調査） 

 
注 1.分類、配列などは原則として、「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

 1 大鹿村誌（昭和 59 年、大鹿村誌編纂委員会） 

 2 松川町史 第二巻 松川町の自然（平成 22 年、松川町史第二巻編纂専門委員会・松川町資料館町史編纂事

務局） 

 3 豊丘村誌 上巻（昭和 50 年、豊丘村誌編纂委員会） 

 4 高森町史（昭和 47 年、高森町史編纂委員会） 

 5 喬木村誌 上巻（昭和 54 年、喬木村誌編纂委員会） 

 6 ふるさと飯田の自然（昭和 52 年、飯田市教育委員会） 

 7 清内路村誌（昭和 57 年、清内路村誌編纂委員会） 

 8 下伊那誌 生物編（平成 13 年、下伊那教育会生物委員会） 

 9 南木曽町誌 資料編（昭和 57 年、南木曽町誌編さん委員会） 

 10 （仮称）木曽川右岸道路（南部ルート）建設事業環境影響評価書（平成 20 年、長野県・上松町・南木曽町・

大桑村） 

 11 長野県版レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～維管束植物編（平成 14 年、長野

県） 

 12 信州の希少生物と絶滅危惧種（平成 9 年、長野県自然教育研究会） 

 13 国立、国定公園特別地域内指定植物図鑑－関東・中部（山岳）編－（昭和 57 年、環境庁） 

 14 長野県植物誌（平成 9 年、長野県植物誌編纂委員会） 

 15 河川水辺の国勢調査（平成 13 年、国土交通省） 

16 長野県版レッドリスト（植物編）（平成 26 年、長野県） 

注 3. 重要な種の選定基準は以下のとおりである。  

①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

④「長野県文化財保護条例（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

県天：県指定天然記念物 
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⑤「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

⑦「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

○：市町村指定天然記念物 

⑧「環境省レッドリスト 2018 植物等」（平成 30 年、環境省）     

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

    NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑨「長野県版レッドリスト(植物編) 2014」（平成 26 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN+VU：絶滅危惧、CR＋EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、 

EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、 

LP: 絶滅のおそれのある地域個体群、N:留意種、RH：稀少雑種 

⑫「専門家より助言された種」 ○：選定した種 

  



 

環 2-1-32 

2-1-2 蘚苔類 

 

表 2-1-2 蘚苔類確認種一覧（文献調査） 

 

注 1. 分類、配列等は「日本の野生植物・コケ」（平成 13 年、岩月善之助編）に準拠した。 

 種名等は、「New Catalog of the Mosses of Japan」（平成 16 年、Iwatsuki,Z）及び「Catalog of the 

Hepatics of Japan」（平成 18 年、Iwatsuki,Z.&Yamada,K.）に準拠した。 

注 2.文献 No.は以下のとおりである。 

1 「長野県レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～非維管束植物・植物群落編」

（平成 17 年、長野県） 

 2 「長野県版レッドリスト」（植物編）（平成 26 年、長野県） 

注 3. 重要な種の選定基準は以下のとおりである。  

①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

④「長野県文化財保護条例（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

県天：県指定天然記念物 

⑤「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

⑦「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 
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○：市町村指定天然記念物 

⑧「環境省レッドリスト 2018 植物等」（平成 30 年、環境省）     

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

    NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑨「長野県版レッドリスト(植物編) 2014」（平成 26 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN+VU：絶滅危惧、CR+EN ：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、 

EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N:留意種、RH：稀少雑種 

⑫「専門家より助言された種」 

      ○：選定した種 
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2-1-3 地衣類 

 

表 2-1-3 地衣類確認種一覧（文献調査） 

 
注 1. 分類、配列等は原則として、「Outline of Ascomycota – 2007」（H. Thorsten Lumbsch, 2007. 

Myconet/ outline vol. 13）に準拠した。 

種名等は原則として、「Checklist of Japanese lichens and allied fungi」（平成 18 年、S. Kurokawa 

& H. Kashiwadani, Nat. Sci. Mus. Monographs No.33）に準拠した。 

注 2. 文献 No.は以下のとおりである。 

1 「長野県レッドデータブック～長野県の絶滅のおそれのある野生生物～非維管束植物・植物群落編」

（平成 17 年、長野県） 

2 「長野県版レッドリスト」（植物編）（平成 26 年、長野県） 

注 3. 重要な種の選定基準は以下のとおりである。 

①「文化財保護法」（昭和 25 年、法律第 214 号） 

特天：特別天然記念物、天：天然記念物 

②「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成 4 年、法律第 75 号） 

国内：国内希少野生動植物種、国際：国際希少野生動植物種、緊急：緊急指定種 

④「長野県文化財保護条例（昭和 50 年、長野県条例第 44 号） 

県天：県指定天然記念物 

⑤「長野県希少野生動植物保護条例」（平成 15 年、長野県条例第 32 号） 

指：指定希少野生動植物、特：特別指定希少野生動植物 

⑦「文化財保護条例」（昭和 49 年、豊丘村条例第 17 号） 

○：市町村指定天然記念物 

⑧「環境省レッドリスト 2018 植物等」（平成 30 年、環境省）     

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA 類、EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、 

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

⑨「長野県版レッドリスト(植物編) 2014」（平成 26 年、長野県） 

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN+VU：絶滅危惧、CR+EN ：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA 類、 

EN：絶滅危惧ⅠB 類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群、N:留意種、RH：稀少雑種 

⑫「専門家より助言された種」 

 ○：選定した種 
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2-2  植物出現種リスト 

2-2-1 植物 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における植物確認種一覧を表 2-2-1 に

示す。 

表 2-2-1(1)植物確認種一覧 
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表 2-2-1(2) 植物確認種一覧 
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表 2-2-1(3) 植物確認種一覧 
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表 2-2-1(4) 植物確認種一覧 
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表 2-2-1(5) 植物確認種一覧 
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表 2-2-1(6) 植物確認種一覧 

 

注 1. 分類、配列などは原則として、「植物目録 1987」（昭和 62 年、環境庁）に準拠した。 
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2-2-2 蘚苔類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における蘚苔類確認種一覧を表 2-2-2

に示す。 

表 2-2-2 蘚苔類確認種一覧 
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2-2-3 地衣類 

発生土置き場仮置きヤードの工事に伴う影響の調査における地衣類確認種一覧を表 2-2-3

に示す。 

 

表 2-2-3 地衣類確認種一覧 
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3 文化財 

発生土置き場（本山）仮置きヤードの調査及び影響検討における、周辺の指定等文化財の分

布状況を表 3-1 及び図 3-1 に示す。 

ミヤマトサミズキ（コウヤミズキ）は植物であり、植物において調査及び影響検討を行っ

た。 

また、発生土置き場（本山）仮置きヤードの周辺に、周知の埋蔵文化財包蔵地は存在しない。 

 

表 3-1 指定等文化財の状況 

地点
番号 

市町村名 種別 名称 所在地 指定年月日 

01 豊丘村 天然記念物 村指定 ミヤマトサミズキ 豊丘村 平成元年 4 月 13 日 

資料：「長野県文化財総合目録」（平成 27 年、(財)八十二文化財団） 

      「長野県文化財分布図」（平成 8年、長野県教育委員会） 

   「文化財情報」（長野県教育委員会） 

   「豊丘村文化財調査報告（改訂版）」（平成 10 年、豊丘村総務課） 

   「豊丘村指定文化財」（豊丘村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

発生土仮置き場範囲確認 

環
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図 3-1 指定等文化財の分布状況 

01 

発生土置き場（本山） 

発生土仮置き場（坂島） 

発生土置き場（本山）仮置きヤード 

坂島非常口 

変電所 

戸中非常口 

計画路線（トンネル区間） 

計画路線（地上区間） 
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4 モニタリングについて 

 

本編第 6 章に示す事後調査とは別に、工事中及び工事完了後の環境管理を適切に行うこと

を目的に、表 4-1 に示す工事中及び工事完了後のモニタリングを実施し、長野県と調整の上、

希少動植物に関する情報及び個人に関する情報など非公開とすべき情報を除き、結果につい

て公表していく。 
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表 4-1 発生土置き場（本山）仮置きヤードに関するモニタリングの計画 

調査項目 
調査地域・地点 

の考え方 

調査期間 

の考え方 
調査方法 

水

質 

浮遊物質量 

（SS） 

発生土置き場仮置き

ヤードの工事排水を

放流する箇所の下流

地点 

工事前に 1 回 

工事中に毎年 1回渇

水期に実施 

その他、排水放流時

の水質については継

続的に実施 

「水質汚濁に係る環

境基準」に定める測

定方法 

水素イオン濃度 

（pH） 

発生土置き場仮置き

ヤードの工事排水を

放流する箇所の下流

地点 

工事前に 1 回 

工事中に毎年 1回渇

水期に実施 

その他、排水放流時

の水質については継

続的に実施 

「水質汚濁に係る環

境基準」に定める測

定方法 

自然由来の重金

属等（カドミウ

ム、六価クロ

ム、水銀、セレ

ン、鉛、ヒ素、

ふっ素、ほう

素） 

搬入する発生土につ

いて、搬入元におけ

る土壌汚染のモニタ

リングにより土壌汚

染対策法に定める基

準等との差が小さい

場合、発生土置き場

仮置きヤードの排水

路等の流末箇所 

工事前に１回 

工事中に毎年１回実

施 

工事後に１回 

「建設工事における

自然由来重金属等含

有岩石・土壌への対

応マニュアル（暫定

版）」に定める測定

方法 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の100万分1 日本、50万分1 地方

図、数値地図200000（地図画像）、数値地図50000（地図画像）及び数値地図25000（地

図画像）を複製したものである。（承認番号 令元情複、第135号） 

 

なお、承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地理院 

の長の承認を得る必要があります。 


